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(57)【要約】
【課題】ランプを所定位置に容易に固定することができ
、組み立て性の向上および製造コストの低減を図ること
が可能な磁気ディスク装置を提供する。
【解決手段】磁気ディスク装置は、ベース１０およびト
ップカバー１１を有するケースを備えている。ケース内
でベース上には、モータ、モータに回転自在に支持され
たディスク状の記録媒体、ヘッド、ヘッドを記録媒体に
対して移動自在に支持したヘッドアクチュエータ、ラン
プロード機構が設けられている。ランプロード機構は、
記録媒体の外周側に設けられたランプ５０と、ヘッドア
クチュエータから延出し、ヘッドが記録媒体の外周部に
移動した際、ランプに乗り上げる係合部と、を有してい
る。ランプは、凹所６２およびこの凹所を跨いで設けら
れ弾性変形可能なブリッジ部６４を有し、ブリッジ部が
トップカバーの押圧部７に弾性的に押圧された状態で、
ベースとトップカバーとの間に固定されている。
【選択図】　　　図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底壁を有したベース、および押圧部を有しているとともに前記ベースに固定されたトッ
プカバーを備えたケースと、
　前記ベースに設けられたモータと、
　前記モータに回転自在に支持されたディスク状の記録媒体と、
　前記記録媒体に対して情報処理を行うヘッドと、
　前記ベース上に設けられ、前記ヘッドを前記記録媒体に対して移動自在に支持したヘッ
ドアクチュエータと、
　前記ヘッドが前記記録媒体から離間した停止位置に前記ヘッドアクチュエータを支持す
るランプロード機構と、を具備し、
　上記ランプロード機構は、上記記録媒体の外周側に設けられたランプと、前記ヘッドア
クチュエータから延出し、前記ヘッドが記録媒体の外周部に移動した際、前記ランプに乗
り上げる係合部と、を備え、
　前記ランプは、凹所およびこの凹所を跨いで設けられ弾性変形可能なブリッジ部を有し
、前記ブリッジ部が前記トップカバーの押圧部に弾性的に押圧された状態で、前記ベース
とトップカバーとの間に固定されている磁気ディスク装置。
【請求項２】
　前記ブリッジ部は、前記ベースの底壁とほぼ平行に延びているとともに、前記底壁と直
交する方向に弾性変形可能に形成されている請求項１に記載の磁気ディスク装置。
【請求項３】
　前記ランプは、前記ブリッジ部に形成された係合孔を有し、前記トップカバーの押圧部
は、前記係合孔に係合し前記底壁の面方向に沿った前記ランプの移動を規制した位置決め
ボスを有している請求項１又は２に記載の磁気ディスク装置。
【請求項４】
　前記ランプは、前記ブリッジ部を含んで一体に成型されている請求項２に記載の磁気デ
ィスク装置。
【請求項５】
　前記ランプは、前記凹所が形成された本体を有し、前記ブリッジ部は前記本体と異なる
材料で形成され前記本体に固定されている請求項２に記載の磁気ディスク装置。
【請求項６】
　前記ベースは、前記底壁の周縁に沿って立設された側壁と、前記底壁上に形成された平
坦なランプ載置部と、前記ランプ載置部に形成され前記記録媒体と交差する方向に延びて
いるとともに係合部を有したガイドレールと、前記側壁に設けられ前記ガイドレールと対
向した当接部と、を有し、
　前記ランプは、前記ランプ載置部上に載置されているとともに前記ガイドレールと前記
当接部との間に保持された係合端部と、前記ガイドレールの係合部と弾性的に係合し前記
ガイドレールの延出方向に沿った前記ランプの移動を規制した位置決め凸部と、を備えて
いる請求項１に記載の磁気ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ディスク装置に関し、特に、ランプロード機構を備えた磁気ディスク装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンピュータの外部記録装置や画像記録装置として磁気ディスク装置、光ディス
ク装置などのディスク装置が広く用いられている。　
　ディスク装置として、例えば、磁気ディスク装置は、一般に、上面の開口した矩形箱状
のベースと、複数のねじによりベースにねじ止めされてベースの上面開口を閉塞したトッ
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プカバーと、を有している。ベース内には、記録媒体としての磁気ディスク、この磁気デ
ィスクを支持および回転させるスピンドルモータ、磁気ディスクに対して情報の書き込み
、読み出しを行なう複数の磁気ヘッド、これらの磁気ヘッドを磁気ディスクに対して移動
自在に支持したヘッドアクチュエータ、ヘッドアクチュエータを回動および位置決めする
ボイスコイルモータ、ヘッドＩＣ等を有する基板ユニット等が設けられている。
【０００３】
　また、近年、携帯可能な小型のパーソナルコンピュータが普及しつつあり、この種のパ
ーソナルコンピュータに搭載される磁気ディスク装置は、携帯時における衝撃等に対する
信頼性の向上が求められている。
【０００４】
　そこで、磁気ディスク装置の非動作時に磁気ヘッドを保持する機構として、ランプロー
ド機構を備えたものが提供されている（例えば、特許文献１）。このランプロード機構は
、サスペンションの先端からタブと、一部が磁気ディスクの外周と重なるようにベース上
に配置されたランプと、を備えている。そして、磁気ディスク装置が非動作状態に移行す
る時、ヘッドアクチュエータが磁気ディスクの外周に回動されると、サスペンションのタ
ブがランプに乗り上げ、磁気ヘッドは、磁気ディスク表面から離間した位置に保持される
。
【特許文献１】特開２００５－２７６３６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した磁気ディスク装置において、ランプロード機構のランプは、ベースの外側から
ねじ込まれたねじ、およびトップカバーの外側からねじ込まれたねじにより、ケースに位
置決め固定されている。
【０００６】
　しかしながら、上記のようにランプをねじ止めによって所定位置に固定する場合、ラン
プを所定位置に保持した状態で、上下からねじ止めする必要があり、組み立て作業が面倒
となる。また、ベースおよびトップカバーにねじを通すための透孔を設ける必要があり、
ケースの加工数が増加する。
【０００７】
　この発明は以上の点に鑑みなされたもので、その目的は、ランプを所定位置に容易に固
定することができ、組み立て性の向上および製造コストの低減を図ることが可能な磁気デ
ィスク装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の態様に係る磁気ディスク装置は、底壁を有したベース、および押圧部を有し
ているとともに前記ベースに固定されたトップカバーを備えたケースと、前記ベースに設
けられたモータと、前記モータに回転自在に支持されたディスク状の記録媒体と、前記記
録媒体に対して情報処理を行うヘッドと、前記ベース上に設けられ、前記ヘッドを前記記
録媒体に対して移動自在に支持したヘッドアクチュエータと、前記ヘッドが前記記録媒体
から離間した停止位置に前記ヘッドアクチュエータを支持するランプロード機構と、を具
備し、　
　上記ランプロード機構は、上記記録媒体の外周側に設けられたランプと、前記ヘッドア
クチュエータから延出し、前記ヘッドが記録媒体の外周部に移動した際、前記ランプに乗
り上げる係合部と、を備え、前記ランプは、凹所およびこの凹所を跨いで設けられ弾性変
形可能なブリッジ部を有し、前記ブリッジ部が前記トップカバーの押圧部に弾性的に押圧
された状態で、前記ベースとトップカバーとの間に固定されている。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明の態様によれば、ねじを用いることなくランプを所定位置に容易に固定するこ
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とができ、組み立て性の向上および製造コストの低減を図ることが可能な磁気ディスク装
置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下図面を参照しながら、この発明をディスク装置としてのハードディスクドライブ（
以下ＨＤＤと称する）に適用した実施形態について詳細に説明する。　
　図１はＨＤＤ全体の構成を分解して示す斜視図、図２はトップカバーを取外してＨＤＤ
の内部構成を示す斜視図である。
【００１１】
　図１および図２に示すように、ＨＤＤは、偏平な矩形状のケース８を備えている。この
ケース８は、上面の開口した矩形箱状のベース１０と、複数のねじによりベースにねじ止
めされベースの上端開口を閉塞する矩形板状のトップカバー１１と、を有している。ベー
ス１０は、矩形板状の底壁１０ａおよび底壁の周縁に沿って立設された側壁１０ｂを一体
に有している。トップカバー１１は、後述するランプロード機構のランプに対応する位置
に設けられた押圧部を有している。この押圧部は、トップカバー１１の一部をベース１０
側に突出させて形成された位置決めボス７を有している。
【００１２】
　ベース１０上には、記録媒体として例えば、２枚の磁気ディスク１２ａ、１２ｂ、磁気
ディスクを支持および回転させるスピンドルモータ１３、磁気ディスクに対して情報の記
録、再生を行なう複数の磁気ヘッド３３、これらの磁気ヘッドを磁気ディスク１２ａ、１
２ｂに対して移動自在に支持したヘッドアクチュエータ１４、ヘッドアクチュエータを回
動および位置決めするボイスコイルモータ（以下ＶＣＭと称する）１６が設けられている
。また、ベース１０上には、磁気ヘッド３３が磁気ディスク１２ａ、１２ｂの最外周に移
動した際、磁気ヘッドを磁気ディスクから離間した位置に保持するランプロード機構１８
、ヘッドアクチュエータ１４を退避位置に保持するイナーシャラッチ機構２０、およびプ
リアンプ等の回路部品が実装されたフレキシブルプリント回路基板ユニット（以下、ＦＰ
Ｃユニットと称する）１７が配設されている。スピンドルモータ１３、ヘッドアクチュエ
ータ１４、ＶＣＭ１６等はベース１０の底壁１０ａの内面上に設けられている。
【００１３】
　磁気ディスク１２ａ、１２ｂは、例えば、直径６５ｍｍ（２．５インチ）に形成され、
スピンドルモータ１３のハブ１３ａに同軸的に嵌合され、クランプばね２１によりクラン
プされている。これにより、磁気ディスク１２ａ、１２ｂは、ハブ１３ａの外周に固定さ
れ、ハブと一体的に回転可能に支持されている。磁気ディスク１２ａ、１２ｂは、スピン
ドルモータ１３により所定の速度で回転される。
【００１４】
　ヘッドアクチュエータ１４は、ベース１０の底壁１０ａ上に立設された軸受組立体２４
と、この軸受組立体に支持された４本のアーム２７と、各アームに支持された磁気ヘッド
組立体３０と、を備えている。各磁気ヘッド組立体３０は、板ばねによって形成された細
長いサスペンション３２と、サスペンションの延出端に固定された磁気ヘッド３３と、を
備えている。
【００１５】
　ヘッドアクチュエータ１４をケース８に組み込んだ状態において、各磁気ディスク１２
ａ、１２ｂは２本のアーム２７間に位置している。そして、サスペンション３２に取り付
けられた磁気ヘッド３３は、磁気ディスク１２ａ、１２ｂの上面および下面にそれぞれ対
向し、磁気ディスクを両面側から挟持している。各磁気ヘッド３３は、サスペンション３
２のばね力により磁気ディスク表面に向かって所定のヘッド荷重が印加されている。
【００１６】
　ＶＣＭ１６は、ヘッドアクチュエータ１４に設けられたボイスコイル１５と、底壁１０
ａ上に固定されボイスコイルと対向した一対のヨーク３４、および一方のヨークに固定さ
れた磁石とを有している。
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【００１７】
　ＦＰＣユニット１７は、ベース１０の底壁１０ａ上に固定された基板本体３６を有し、
この基板本体上には、複数の電子部品およびコネクタ等が実装されている。ＦＰＣユニッ
ト１７は、基板本体３６とヘッドアクチュエータ１４とを電気的に接続した帯状のメイン
フレキシブルプリント回路基板３８を有している。ヘッドアクチュエータ１４に支持され
た各磁気ヘッド３３は、アーム２７上に設けられた図示しない中継ＦＰＣおよびメインフ
レキシブルプリント回路基板３８を介してＦＰＣユニット１７に電気的に接続されている
。磁気ディスク１２ａ、１２ｂの近傍で、ベース１０の周縁部には、図示しない呼吸フィ
ルタおよび循環フィルタ等が設けられている。
【００１８】
　ベース１０の底壁１０ａ外面には、ＦＰＣユニット１７を介して、スピンドルモータ１
３、ＶＣＭ１６、および磁気ヘッド３３の動作を制御するプリント回路基板４０がねじ止
めされ、ベースの底壁１０ａと対向している。プリント回路基板４０上には、コネクタ４
１を含む多数の電子部品が実装されている。プリント回路基板４０は、電子部品が実装さ
れている面がベース１０の底壁１０ａ外面と対向した状態で配置されている。
【００１９】
　ランプロード機構１８は、磁気ディスク１２ａ、１２ｂの外周側でベース１０の底壁１
０ａ上に設けられたランプ５０と、ヘッドアクチュエータ１４の各ヘッドサスペンション
３２の先端から延出した係合部としてのタブ５３と、を有している。ＨＤＤの非作動時、
磁気ヘッド３３が磁気ディスク１２ａ、１２ｂの外周から外れて所定の停止位置に移動す
ると、各タブ５３はランプ５０に乗り上げる。これにより、磁気ヘッド３３は、磁気ディ
スク１２ａ、１２ｂから離間した位置に保持される。
【００２０】
　図３および図４はベース１０の底壁上の所定位置に配置されたランプを示し、図５、図
６、図７は、それぞれ異なる方向から見たランプの外観を示している。図３ないし図７に
示すように、ランプ５０は、ブロック状に形成された本体５２を備えている。本体５２の
一側部には、４つのサスペンション３２に設けられたタブ５３をそれぞれガイドする４つ
のガイド面５６ａ、５６ｂ、５６ｃ、５６ｄが形成されている。これらのガイド面５６ａ
～５６ｄは、磁気ディスク１２ａ、１２ｂの軸方向に沿って所定の間隔をおいて並び、そ
れぞれ対応するサスペンション３２の高さに合わせて配置されている。また、各ガイド面
５６ａ～５６ｄは、磁気ディスク１２ａ、１２ｂのほぼ半径方向に沿って、磁気ディスク
の外周縁近傍まで延びているとともに、サスペンション３２に設けられたタブ５３の移動
経路上に配置されている。そして、上から１番目、３番目のサスペンション３２に対応す
る２つのガイド面５６ａ、５６ｃは、上方を向いて形成され、２番目、４番目のサスペン
ション３２に対応する２つのガイド面５６ｂ、５６ｄは、下方を向いて形成されている。
【００２１】
　各ガイド面５６ａ～５６ｄは、磁気ディスク１２ａ、１２ｂに向って傾斜し磁気ヘッド
３３を磁気ディスク上にロード、アンロードするための傾斜面と、傾斜面に続いて磁気デ
ィスク表面と平行に延びる平坦部と、を有している。
【００２２】
　また、本体５２の一側部には、ガイド面５６ａ～５６ｄと所定の隙間を置いて対向した
タブ押え５８と、隣合うタブ押え板間に位置しているとともに、本体５２から突出したジ
ンバル押え６０と、が一体に形成されている。
【００２３】
　本体５２にはほぼ矩形状の凹所６２が形成されている。この凹所６２は、ガイド面５６
ａ～５６ｄと反対側に位置した本体５２の他側部および本体の上面に開口している。ラン
プ５０は、凹所６２を跨いで設けられ弾性変形可能なブリッジ部６４を有している。ブリ
ッジ部６４は所定幅を有した板状に形成され、その両端部が本体５２に固定されている。
ブリッジ部６４は、本体５２の上面よりも僅かに上方、つまり、トップカバー１１側に一
段高い位置に設けられ、凹所６２およびトップカバー１１に対向しているとともに、底壁
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１０ａおよびトップカバー１１とほぼ平行に延びている。ブリッジ部６４の中央部には、
トップカバー１１の位置決めボス７と係合する係合孔６６が形成されている。
【００２４】
　ブリッジ部６４は、本体５２に連結された両端部を中心として、ベース１０の底壁１０
ａと直交する方向に弾性変形可能に形成されている。また、ブリッジ部６４は、所定の幅
を有していることから、底壁１０ａと平行な面方向の変形およびねじれが規制されている
。ブリッジ部６４は、本体５２と同一材料、例えば、合成樹脂により、本体５２と一体に
成型されている。
【００２５】
　図７に示すように、ランプ５０の本体５２の下端部は、ベース１０の底壁１０ａに当接
および係合する係合端部６８を構成している。この係合端部６８は、本体５２から僅かに
突出し、平坦なほぼ矩形状に形成されている。また、係合端部６８は、弾性変形可能な係
合爪７０を有し、係合爪７０の延出端には位置決め凸部７２が形成されている。
【００２６】
　図８、図９、図１０、図１１に示すように、ベース１０の底壁１０ａ上には、平坦なラ
ンプ載置部７４が形成されている。ランプ載置部７４は、磁気ディスク１２ａ、１２ｂの
外側で、かつ、ベース１０の側壁１０ｂに隣接して形成されている。ランプ載置部７４に
は、細長い直線状のガイドレール７６が突設されている。ガイドレール７６は、磁気ディ
スク１２ａ、１２ｂと交差する方向、ここでは、側壁１０ｂと平行な方向に延びている。
ガイドレール７６の一端部には、係合部としての位置決め凹所７７が形成されている。ま
た、側壁１０ｂには、ランプ載置部７４に隣接して位置しランプ５０に当接する当接部７
８ａ、７８ｂが形成されている。一方の当接部７８ａは、ガイドレール７６とほぼ平行に
対向し、他方の当接部７８ｂはガイドレールと直交する方向に延びている。
【００２７】
　ＨＤＤの組み立て時において、ランプ５０は以下の工程によりケース８に取り付けられ
る。図８に示すように、まず、ベース１０にスピンドルモータ１３および２枚の磁気ディ
スク１２ａ、１２ｂが取り付けられている。続いて、図１０および図１１に示すように、
ランプ５０をベース１０のランプ載置部７４上に上方から載置し、ランプの係合端部６８
を底壁１０ａ上に当接させるとともに、ガイドレール７６と当接部７８ａとの間に配置す
る。次いで、ガイドレール７６をガイドとして、ランプ５０を磁気ディスク１２ａ、１２
ｂ側にスライドさせ、ランプが当接部７８ｂに当接する所定位置まで移動させる。この間
、係合端部６８に設けられた係合爪７０が弾性変形した後、ランプ５０が所定位置まで移
動した時点で、係合凸部７２がガイドレール７６の位置決め凹所７７に係合する。
【００２８】
　これにより、ランプ５０は、その係合端部６８がランプ載置部７４上に面接触し、かつ
、ガイドレール７６と当接部７８ａとの間に挟持された状態で位置決めされる。同時に、
係合凸部７２がガイドレール７６の位置決め凹所７７に係合することにより、ランプ５０
のスライド方向の移動が規制され、ランプは当接部７８ｂに当接した所定位置に保持され
る。また、所定位置において、ランプ５０の先端部は、磁気ディスク１２ａ、１２ｂの周
縁部と重なった位置に挿入されている。
【００２９】
　ランプ５０をランプ載置部７４に装着した後、前述したヘッドアクチュエータ１４、Ｖ
ＣＭ１６等の他の構成要素がベース１０に装着される。続いて、図１０および図１２に示
すように、トップカバー１１をベース１０にねじ止めし、ベースの上部開口を閉塞する。
この際、トップカバー１１に設けられた位置決めボス７は、ランプ５０のブリッジ部６４
の係合孔６６に係合し、ブリッジ部６４をベース１０側に押圧する。ブリッジ部６４は、
ベース１０側に弾性変形し、ランプ５０全体をベース１０に押し付け固定する。また、位
置決めボス７が係合孔６６に係合することにより、ブリッジ部６４は底壁１０ａの平面方
向に位置決めされる。これにより、ランプ５０は、ベース１０とトップカバー１１とに挟
持された状態で、所定位置に位置決めされ固定される。更に、ブリッジ部６４の両端部で
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ランプ５０を押圧することにより、ランプの傾きおよびずれが防止される。
【００３０】
　以上のように構成されたＨＤＤによれば、ブリッジ部６４の弾性およびトップカバー１
１を利用することにより、ねじを用いることなくランプ５０をベースとトップカバーとの
間に挟持固定することができる。これにより、ねじ止めする場合に比較して、ランプを所
定位置に容易に固定することができ、組み立て性の向上を図ることができる。同時に、ベ
ースおよびトップカバーにねじ止め用の透孔等を形成する必要がなく、加工数およびねじ
を削減し製造コストの低減を図ることができる。同時に、ケースの気密性向上を図ること
が可能となる。
【００３１】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００３２】
　例えば、ＨＤＤにおいて、磁気ディスクの枚数は２枚に限らず、必要に応じて増減可能
である。また、ランプのブリッジ部は、ランプの本体と一体成型する構成に限らず、ラン
プの本体と異なる材料で形成してもよい。図１３に示す実施形態によれば、ブリッジ部６
４は、本体５２と異なる樹脂あるいは金属等により形成され、その両端部が本体５２に接
着あるいは他の方法により固定されている。このようなランプを用いた場合でも、前述し
た実施形態と同様の作用効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】図１は、この発明の第１の実施形態に係るＨＤＤを示す分解斜視図。
【図２】図２は、トップカバーを取外して前記ＨＤＤの内部構成を示す斜視図。
【図３】図３は、前記ＨＤＤのベースの所定位置に配設されたランプを示す斜視図。
【図４】図４は、前記ＨＤＤのベースの所定位置に配設されたランプを示す平面図。
【図５】図５は、前記ランプを示す斜視図。
【図６】図６は、前記ランプを図５と異なる方向から見た斜視図。
【図７】図７は、前記ランプの下端部側を示す斜視図。
【図８】図８は、スピンドルモータおよび磁気ディスクが装着されたベースを示す斜視図
。
【図９】図９は、前記ベースのランプ載置部を示す斜視図。
【図１０】図１０は、前記ランプの組み付け工程を概略的に示す斜視図。
【図１１】図１１は、ランプ載置部にランプの係合端部を係合させた状態を示す平面図。
【図１２】図１２は、前記ベースとトップカバーとの間に固定されたランプを示す断面図
。
【図１３】図１３は、この発明の変形例に係るランプを示す斜視図。
【符号の説明】
【００３４】
　７…位置決めボス、１０…ベース、１０ａ…底壁、１０ｂ…側壁、
　１１…トップカバー、１２…磁気ディスク、１３…スピンドルモータ、
　１４…ヘッドアクチュエータ、１６…ＶＣＭ、１８…ランプロード機構、
　２４…軸受組立体、３３…磁気ヘッド、５０…ランプ、５２…本体、６２…凹所、
　６４…ブリッジ部、６６…係合孔、７０…係合爪、７２…位置決め凸部、
　７４…ランプ載置部、７６…ガイドレール、７７…位置決め凹所、
　７８ａ、７８ｂ…当接部
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